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各
会
派
の
略
称
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
日
本
共
産
党
）
日
本
共
産
党
小
金
井
市
議
団

（
公
明
党
）
小
金
井
市
議
会
公
明
党

（
改
革
連
合
）
改
革
連
合

（
改
革　

）
改
革　

21

21

（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）
小
金
井
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
自
民
党
小
金
井
）自
由
民
主
党
小
金
井
市
議
団

（
民
主
党
）
民
主
党
小
金
井
市
議
団

（
市
民
の
党
）
市
民
の
党

（
市
民
自
治
）
市
民
自
治
こ
が
ね
い

（
湧
湧
環
境
ク
）
湧
く
湧
く
環
境
ク
ラ
ブ

（
市
民
ウ
ェ
ブ
）
市
民
ウ
ェ
ブ

※
原
稿
は
市
長
部
局
の
答
弁
等
も
含
め
て

各
議
員
が
作
成
し
て
お
り
ま
す
。

一
般
質
問

露
口
哲
治
（
自
民
党
小
金
井
）

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
隣

近
所
の
協
力
が
救
助
活
動
や
初
期

消
火
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
小
金

井
市
に
お
い
て
も
す
で
に
自
主
防

災
組
織
は　

団
体
あ
る
が
、
加
入

20

所
帯
割
合
は
ま
だ
約　

％
で
し
か

25

な
い
。�
自
主
防
災
組
織
へ
の
協

力
、
防
災
訓
練
等
に
老
若
男
女
、

多
く
の
市
民
が
参
加
し
自
主
防
災

の
意
識
を
高
め
る
工
夫
を
考
え
て

い
る
か
。�
貫
井
南
町
東
組
の
防

災
倉
庫
は
同
町
会
の
倉
庫
を
間
借

り
し
て
い
る
。し
か
し
訓
練
や�
い

ざ�
と
い
う
時
に
は
と
て
も
不
便

な
と
こ
ろ
に
あ
る
。
防
災
倉
庫
に

つ
い
て
の
見
解
を
示
し
て
ほ
し
い
。

　

防
災
交
通
課
長　
�
自
主
防
災

で
は
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
、
自

分
た
ち
で
守
る
」
が
大
切
だ
。
市

で
は
防
災
活
動
の
実
施
経
費
や
消

火
器
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
ど
の
購
入

に
補
助
金
を
出
し
て
い
る
。
８
月

に
は
運
営
協
議
会
を
開
き
防
災
訓

練
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
各
自
主

防
災
組
織
間
の
情
報
交
換
も
し
て

い
る
。�
自
主
的
に
設
置
し
た
倉

庫
を
含
め
て　

団
体
が
倉
庫
を

16

持
っ
て
い
る
。
倉
庫
の
設
置
場
所

に
困
っ
て
い
る
場
合
は
調
整
を
し

て
広
場
等
の
斡
旋
を
し
て
い
る
。

■
そ
の
他
、
前
原
町
三
丁
目
国
有

地
の
一
部
を
開
放
し
て
前
原
小
通

学
路
の
安
全
・
利
便
性
を
要
請
。

伊
藤
隆
文
（
自
民
党
小
金
井
）

　

近
隣
市
よ
り
遅
れ
て
い
る
駅
周

辺
の
街
づ
く
り
に
行
財
政
健
全
化

は
必
要
。
第
一
次
行
革
で
約　

億
28

円
、
う
ち
人
件
費
は
約　

％
の
財

40

政
効
果
に
寄
与
。
人
件
費
比
率
最

高
時
は
革
新
市
長
時
代
昭
和　

年
51

度
で　

・
２
％
職
員
数
千　

人
。

45

111

そ
の
後
保
守
系
市
長
は
職
員
を
削

減
し
、
給
与
制
度
や
市
の
組
織
を

改
革
し
、
昨
年
度
は　

・
７
％
職

29

員
数　

人
に
改
善
。�
昨
年
策
定

824

の
第
二
次
行
革
の
取
組
の
決
意
は
、

�
第
二
次
行
革
大
綱
は　

年
度
ま

19

で
に
約　

億
円
の
財
源
捻
出
を
予

16

定
。
見
通
し
と
問
題
点
は
。�
　
19

年
度
に
経
常
収
支
比
率　

％
台
、

80

人
件
費
比
率　

・
５
％
を
目
標
に

22

職
員　

人
削
減
の
た
め
、
職
員
再

110

任
用
条
例
は
成
立
し
た
が
予
算
が

可
決
さ
れ
な
い
。
再
任
用
で
約
５

億
円
の
財
源
捻
出
を
予
定
。
多
摩

　

市
の
実
施
状
況
と
職
員
配
置
上

26の
問
題
点
は
。

　

市
長　
�
行
財
政
改
革
は
緒
に

つ
い
た
。
不
退
転
の
決
意
だ
。
第

一
次
は
行
革
の
量
で
、
第
二
次
は

質
も
合
わ
せ
て
向
上
さ
せ
る
。

　

行
政
管
理
課
長　
�
　

年
度
分

14

は
計
画
通
り
。
第
二
次
行
革
完
全

実
施
に
は
人
件
費
の
抑
制
が
課
題
。

　

職
員
課
長　
�
再
任
用
条
例
の

未
制
定
４
市
で
１
市
は　

年
度
実

16

施
。
再
任
用
の
予
算
不
成
立
で
再

雇
用
職
員
で
は
正
職
員
に
負
担
増
。

�
自
主
防
災
組
織
に

つ
い
て
問
う

�
第
二
次
行
財
政
改
革
の
取
組

に
つ
い
て
問
う

野
見
山
修
吉
（
市
民
の
党
）

　
�
東
京
都
は
今
年
度
か
ら
退
職

直
前
の
名
誉
昇
給
を
廃
止
す
る
。

市
民
的
批
判
が
あ
る
制
度
な
の
に
、

小
金
井
市
は
な
ぜ
今
年
度
か
ら
廃

止
し
な
い
の
か
。

　

総
務
部
長　

退
職
金
の
整
理
す

べ
き
課
題
が
多
い
の
で
、
ま
と
め

て
来
年
度
か
ら
提
案
し
た
い
。

　
�
埼
玉
県
志
木
市
で
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
市
民
が
作
る
志
木
市
市
民

委
員
会
が
市
役
所
の
業
務
を
細
部

に
わ
た
り
見
直
し
、
職
員
の
半
減

と
市
民
の
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

行
政
パ
ー
ト
ナ
ー
を
導
入
す
る
行

革
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。�
市
役

所
事
業
の
見
直
し
を
市
民
参
加
で

行
わ
な
い
か
。�
小
金
井
市
の
状

況
に
あ
っ
た
行
政
パ
ー
ト
ナ
ー
制

度
を
導
入
せ
よ
。

　

行
政
管
理
課
長　
�
意
見
と
し

て
聞
く
。�
志
木
市
等
の
今
後
の

成
果
を
見
て
、
研
究
す
る
。

　
�
�
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
負

担
を
減
ら
す
た
め
に
、
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
の
仕
事
を
分
離
で

き
な
い
か
。�
来
年
度
か
ら
配
食

サ
ー
ビ
ス
が
変
わ
る
が
、
食
の
自

立
を
機
械
的
に
当
て
は
め
て
配
食

を
打
ち
切
る
こ
と
が
な
い
よ
う
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　

介
護
福
祉
課
長　
�
方
向
性
と

し
て
仕
事
を
分
け
れ
る
よ
う
に
し

た
い
。�
機
械
的
で
な
く
総
合
的

な
自
立
の
観
点
か
ら
対
応
す
る
。

関
根
優
司
（
日
本
共
産
党
）

　
�
利
用
者
の
自
己
負
担
増
は
。

�
介
護
保
険
と
支
援
費
制
度
の
矛

盾
の
関
係
で　

歳
に
な
っ
て
か
ら

65

と
本
人
同
意
無
し
に
施
設
利
用
か

ら
追
い
出
す
な
。�
公
務
員
住
宅

建
て
替
え
時
に
要
求
す
る
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
に
障
害
者
の
リ

ハ
ビ
リ
施
設
を
入
れ
よ
。�
病
院

か
ら
退
院
し
て
く
る
新
た
な
障
害

者
へ
の
対
応
を
。�
緊
急
一
時
保

護
の
ベ
ッ
ト
不
足
と
都
の
補
助
金

削
減
の
対
応
を
。�
国
の
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
予
算
の
大
幅
な
不
足
の
対

応
を
。�
通
所
訓
練
事
業
の
補
助

金
削
減
の
動
き
。

　

福
祉
保
健
部
長　
�
施
設
入
所

の
方
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
な

ど
負
担
増
に
な
っ
て
い
る
。�
障

害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
機
能
訓
練

は
定
員　

人
の
と
こ
ろ　

人
が
利

20

37

用
。
内　

人
が　

歳
以
上
。
待
機

19

65

者
は
５
人
。
理
解
を
得
て
多
く
の

方
に
ご
利
用
頂
き
た
い
。�
要
求

し
て
い
き
た
い
。�
工
夫
し
て
い

く
。�
新
た
な
確
保
は
困
難
。
都

の
補
助
金
は
確
保
し
て
い
き
た
い
。

�
補
助
金
が
な
い
と
市
財
源
の
対

応
が
で
き
な
い
。
国
に
対
し
て
努

力
し
て
い
く
。�
福
祉
主
管
部
長

会
で
「
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
」
と

対
応
し
て
い
る
。

■
そ
の
他
市
内
西
北
地
域
の
諸
課

題
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

建て替え後の公務員住宅に障害者リハビリ施設を

�
東
京
都
に
つ
づ
き
、
退
職

直
前
の
名
誉
昇
給
廃
止
を

�
障
害
者
支
援
費
制
度
を

よ
り
良
く
す
る
た
め
に

青
木
ひ
か
る
（
市
民
の
党
）

�
リ
ー
ス
庁
舎
の
契
約
更
新
に
つ

い
て
、
市
は
三
菱
信
託
銀
行
と
平

成　

年
１
月
１
日
か
ら
平
成　

年

16

20

　

月　

日
ま
で
の
５
年
間
賃
貸
す

12

31

る
こ
と
で
合
意
し
た
。�
市
の
方

針
は
平
成　

年
度
年
度
末
ま
で
に

20

再
開
発
第
２
地
区
に
新
庁
舎
を
建

設
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

５
年
３
か
月
で
な
く
５
年
間
延
長

で
は
、
市
の
方
針
と
整
合
し
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
。�
契
約
書

に
再
延
長
の
条
項
を
入
れ
る
の
か
。

そ
の
場
合
、
何
年
間
更
新
と
い
う

再
延
長
期
間
を
入
れ
る
の
か
。

　

市
長　
�
　

年
の　

月
ま
で
に

20

12

新
庁
舎
が
で
き
れ
ば
移
れ
る
し
、

　

年
度
末
ま
で
に
と
い
う
こ
と
に

20な
れ
ば
信
託
銀
行
と
話
し
合
い
を

す
る
。
更
新
の
可
能
性
を
残
し
て

い
る
契
約
な
の
で
心
配
な
い
。

　

総
務
部
長　
�
南
口
再
開
発
の

第
２
地
区
へ
庁
舎
を
取
得
す
る
方

針
だ
が
、
実
際
確
実
に
何
年
と
、

ま
だ
は
っ
き
り
し
な
い
の
で
、
期

間
的
な
も
の
は
入
れ
な
い
と
い
う

ふ
う
に
考
え
て
い
る
。

　
�
更
新
後
再
延
長
期
間
の
限
定

な
し
な
の
で
、
期
間
な
し
の
契
約

と
同
じ
で
は
な
い
の
か
。

　

総
務
部
長　

２
地
区
に
庁
舎
を

つ
く
る
こ
と
が
市
の
方
針
な
の
で
、

２
地
区
に
庁
舎
が
で
き
れ
ば
第
二

庁
舎
は
返
還
す
る
。

稲
垣
庸
子
（
市
民
ウ
ェ
ブ
）

　

市
の
運
動
施
設
の
利
用
者
数
は

伸
び
悩
ん
で
お
り
、
サ
ー
ビ
ス
向

上
を
図
る
べ
き
だ
。
マ
シ
ー
ン
を

使
っ
て
高
齢
者
の
運
動
機
能
を
著

し
く
向
上
さ
せ
る
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ

リ
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

軽
喫
茶
く
り
や
ま
は
自
販
機
を
含

む
光
熱
費
、
修
理
費
す
べ
て
市
の

負
担
で
障
害
者
団
体
が
運
営
し
て

い
る
が
、
い
っ
そ
う
の
企
業
努
力

が
必
要
で
あ
る
。

�
収
支
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
。�

レ
イ
ア
ウ
ト
、
接
客
態
度
な
ど
民

間
を
見
習
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

�
喫
茶
く
り
や
ま
の
収
支
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。�
高
齢
者
の
パ

ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
を
考
え
な
い
か
。

　

教
育
部
次
長　
�
総
合
体
育
館

の
場
合
、
１
日
平
均
で
人
件
費
を

除
い
た
支
出
が　

万
円
、
収
入
が

50

約　

万
円
、
フ
ル
稼
働
し
た
場
合

13
の
収
入
は
約　

万
円
。�
指
摘
を

22

ふ
ま
え
て
今
後
努
力
す
る
。

　

環
境
部
長　
�
栗
山
健
康
セ
ン

タ
ー
の
場
合
、
支
出
が
１
日
平
均

　

万
円
、
収
入
が
６
万
円
。�
指

32摘
を
ふ
ま
え
て
今
後
努
力
す
る
。

�
当
初
か
ら
軽
喫
茶
く
り
や
ま
運

営
委
員
会
に
使
用
を
許
可
し
て
い

る
の
で
、
市
に
歳
入
は
な
い
。

　

介
護
福
祉
課
長　
�
現
在
、
介

護
予
防
教
室
を
や
っ
て
い
る
。
マ

ン
ツ
ー
マ
ン
の
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ

は
現
状
で
は
無
理
。

小金井市役所第二庁舎

�
市
長
の
方
針
で
リ
ー
ス
庁
舎

を
脱
却
で
き
る
の
か

�
市
立
運
動
施
設
の
利
用
拡
大

を
考
え
る
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